
東京都城南地区河川流域浸水予想区域図について 

東京都が、平成２７年５月の水防法改正を踏まえ、城南地区河川流域（渋谷川・

古川、目黒川、立会川、内川、呑川）について、平成１６年５月作成の「浸水予想

区域図」を改定し、平成３０年１２月２０日に公表を行ったことから、その概要に

ついて報告する。 

１ 概要 

(１) 目的 

想定し得る最大規模の降雨による浸水の危険性について都民に周知し、都民自 

  らの対策につながるよう作成・公表するもの。 

(２) 想定 

対象降雨を「東海豪雨（時間最大雨量１１４㎜）」から「想定し得る最大規模 

  の降雨（時間最大雨量 １５３㎜）」に変更する。 

(３) 記者発表資料等（別紙1、２） 

２ 区の対応 

(１) 該当する地域の防災協議会等へ説明するとともに、区ホームページに掲載する。

(２) 公表内容に基づき「品川区浸水ハザードマップ」の修正を行い、「品川区防災 

  地図」および「品川区地域防災計画」に反映する。品川区防災地図は、平成31年 

  6月中旬までに全戸配布を行う予定。 

(３) 平成31年度以降、公表内容を踏まえたソフト対策の検討を進める。 

建 設 委 員 会 資 料 

平 成 31 年 1 月 2 1 日 

防災まちづくり部防災課 
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参考資料 

城南地区河川流域 浸水予想区域図（改定） 拡大図


